〈冬期の服装について〉
　　　　　　　　　　　　　　　令和３年９月１５日
　生活のきまりでお知らせしている通り，本校では，制服を着用することが基本となっています。ただし，気候や体調に合わせて，制服の上着の下に着る中着（ベスト・セーター等）を着用してもよいと指導しています。学校で過ごす上で中着の安全性・機能性を考慮し，ご家庭でよく話し合ってご判断ください。中着の着用のきまりの詳細・冬期の服装の詳細につきましては，以下の通りです。
中着（ベスト・セーター等）について

※　登下校や儀式的行事，教室の外で過ごすときには，制服（上着）が一番上になるように服装を整える。

【例：始業式，戸外で遊ぶとき，教室移動をするとき等】
※　中着は紺・黒色の無地または，ワンポイントの物とする。

※　えり・すそ・そでからのぞかせないように着用する。

※　教室内で体温調節をするときに限り，上着を脱いで，中着（ベスト・セーター等）を一番上に着用してもよい。
長ズボン・タイツ（華美でないもの）について
※　気候や体調に合わせて，保護者の方の判断で着用可。
※　ウインドブレイカー等の動く際に音が出る素材は学習の集中の妨げとなる場合があるので，着用しない。
登下校時の服装について
　※　厳寒時は，手袋・マフラー・ネックウォーマー・外套を着用してもよい。ただし，安全のため，マフラーの裾は上着に入れる。外套はフードのないものが好ましい。
カイロについて
　※　保護者の判断で使用してもよい。ただし，学校内ではポケット等から出さない。
